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、に建てられた石巻宣教支援会 報告
～東北をキリストへ～

2026 年 9 月 vol.39
石巻宣教支援会

主の御名を賛美します。

『わがたましいよ。主をほめたたえよ。主の良くしてくださったことを何一つ忘れるな。』

(詩篇 103:2)

いつも石巻宣教のために尊いご支援とお祈りをいただき、心から感謝いたします。

サン・ファン・バウティスタ号(Sant Juan Bautista)は、江戸時代の初めに、仙台藩で建造さ

れたガレオン船で、船名は「洗礼者ヨハネ」を意味するスペイン語に由来しています。伊達政宗

の構想で建造され、慶長遣欧使節団が太平洋を渡る航海に使われました。

復元船は、1993 年(平成 5)10 月 9 日に完成し、竣工式が行われましたが、それは 17 世紀に

海を渡った当時の船の原寸大木造船で全長 55.35 メートル、全幅 11.25 メートルでした。

2011 年の東日本大震災の巨大津波に耐えた姿は多くの人々を励ましましたが、その後の調査で、

船体の歪みやマスト等の腐食が進んでいたため、2017 年(平成 29 年)3 月からは乗船見学は禁止と

なり、2021 年(令和 3 年)3 月に展示も終了、解体されることが確定されました。

そして、2021 年度内に解体工事は完了し、大きさが 4 分の 1、全長 14.2 メートルの繊維強化プ

ラスチック(FRP)製の後継船が建造され、2024 年(令和 6 年)10 月にリニューアルオープンしまし

た。

小さくなったサン・ファン・バウティスタ号を見ながら、時の流れを感じると同時に、この世

の中は変わっていくのだ、と改めて痛感しました。たとえ、後続船が繊維強化プラスチックで作ら

れていても、太陽の光は強く、早晩劣化は始まり、いつかは朽ち果てるでしょう。この世のはかさなを

感じます。しかし、神のことばは「人はみな草のよう。その栄えはみな草の花のようだ。草はしおれ、

花は散る。しかし、主のことばは永遠に立つ」(Ⅰペテロ 1:24,25)と記されています。久しぶりにサン

ファン公園に出かけた私は、この主のみことばに堅く立って歩むことの大切さを再確認させられまし

た。

https://ja.wikipedia.org/wiki/2017%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/2021%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%A4%E5%92%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/2024%E5%B9%B4
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〔お茶っこ会〕 シンガポール文化交流会

2026 年 9 月 18 日 (参加者：20 名-内シンガポールチーム 6名)

今年もシンガポール宣教チームが４月、9 月に来日、さらに 11 月にも

来てくださる予定になっています。リーダーのスーザン姉以外は、毎回

メンバーは異なりますが、石巻の皆さんはとても楽しみにしています。

今回は「アロマワックスサシェ・タブレットを作ろう！」とアジアンデ

ザート(黒ゴマのお汁粉)を楽しもう！の企画を用意してくださり、皆さ

んで楽しみました。

作業はドライフラワーを選び、シリコン枠の中に並べ、溶かしたアロ

マワックスを流し込み、しばし待つ。その間、用意されたみことばの中

から好きなみことばを選び、カードに書き写す。デザートをいただきな

がら、チームのひとりメイビス姉の笑顔を支える真実な証しを聞きました。

「みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりなさい(Ⅱテモテ 4:2)」と

勧められているように、石巻の人々のためにあらゆる機会を用意してくださる神様のご愛と、遠

路、犠牲を払って来てくださるチームに心から感謝します。証しをとおして語られたイエスさま

のご愛が参加者おひとり一人の上にとどまり、救いへと導かれますようにお祈りください。
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【祈りの課題】
1. 礼拝が喜びの賛美で満ち溢れ、いのちのみことばで魂が励まされますように。

2. イエス・キリストを信じ、救われ、洗礼を受ける方が起こされますように。
3. 月二回(第 1、第 3 金曜日)の「お茶っこ会」が主に用いられ、神を求める方、救われる魂が起こ
されますように。また、礼拝に繋がりますように。

4. 「クラフト教室」(第 3 木曜日)が主に用いられ、神を求め、救われる魂が起こされますように

〔10 月の宣教活動予定〕

教会では、10 月に上記三つの企画を準備しています。特に 10/12(月)の三教会合同芋煮会は、

今年の会場を石巻教会に設定してくださいました。普段、クリスチャンとの交わりが少ない石巻

の方々のために、このような機会を通して、交わりが深められることに感謝します。

10/18(日)は三教会の講壇交換礼拝です。石巻教会には、春は仙台教会の吉田先生、秋は古川教

会の門谷先生が来てくださいます。石巻では毎回、伝道礼拝として準備し、ご近所の皆さんをお

招きしています。

また、久しぶりに浜岡典子先生が、石巻に来てくださることになり、「秋のゴスペルコンサー

ト」を開催することになりました。震災後は毎年足を運んでくださっていた典子先生のことは、

石巻の方々の記憶にしっかりときざまれており、「忘れないで来てくれるんだね～」と喜んでお

られます。震災から 15 年が経ちましたが、支援を通して関わって来た方々やお茶っこ会、クラフト

教室に新しく加えられた方々が、福音を知る良いチャンスとなり、神を求める方が起こされるよ

うに、お祈りください。

☆石巻宣教支援会へのご支援と、お祈りを心から感謝します。


